
概要
本研究は，第18回全日本テコンドー選手権東日本地区大会および全
日本学生選手権大会を対象に，日本選手の技術・戦術的特徴を分析
し，その結果をもとに，競技力の向上および実践的かつ効果的なト
レーニングの考察に役立つ知見を得ること及び特徴を把握すること
を目的とした．
選手は前回し蹴りや横蹴りなど成功率の高い技を多用し，高難度技
術は頻度が低いが得点効率が高いことが示された．
迎撃戦術は高効率であり，反撃も特定場面で有効であった．勝者は
技術の連続性に優れる一方，打撃力不足が課題として浮上した．ま
た，中段技術は使用頻度が高いが成功率が低く，上段技術は特に踵
落としで高得点効果を発揮した．
本研究の結果から，高難度技術・迎撃戦術の強化，技術連続性およ
び打撃力向上が今後の課題であることが明らかとなった．
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